
替の全国火災予防運動� 
2月28日-3月13日

わが家の

司、、

3月号
町民のうごき

世平和数 1，

今年に入り全国的に火災の発生が多くなっています。

火事は、せっかくのマイホームを一瞬のうちに灰にします。また、隣近所をまきぞえに

することも必至です。火災ほど何ものこらない災害もありません。どんなに上手に消火す

るより、まず防火。そして、もし出火してしまったら、小さいうちに消し去る 。家庭防災

の責任者、奥さまならそのテクニックが必要です。

(初期活動の3原則)

阜く知らせる……あわてず、要領よく、正確に� 119番へ� 
'86 

早く消火する……冷静に消火器や消火バケツ等で

阜く逃げる……お年寄りや子供、病人の避難を最優先に

988・人口 男� 3，879 女� 4，057 計� 7，936(昭和61年� 2月� 1日現在)


出生男� 2女� 2計� 4・死t男 4女4計� 8・転入男� 7女� 6計13・転出男� 8女� 9計17(昭和61年� 1月中)


広報かつうら� 3月号=189・昭和61年� 3月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2 -2511 (代)
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フ ら 昭和� 61年� 3月� 1日 (2) ザコカミ
第189号

楽
し
か
つ
だ
小
学
校
生
活
も
終

わ
っ
て
、
き
み
だ
ち
は
こ
の
春
か

ら
中
学
生
だ
。
勉
強
に
つ
い
て
い

け
る
だ
ろ
う
か
、
友
だ
ち
は
で
き

る
だ
ろ
う
か
、
ク
ラ
ブ
活
動
は
、

い
じ
め
は
:
:
:
と
、
き
っ
と
不
安

な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
ね
。

だ
け
ど
、
山
配
な
の
は
だ
れ
で

も
同
じ
。
き
み
の
友
だ
ち
も
、
先

輩
も
、
そ
れ
に
お
父
さ
ん
だ
っ
て
、

み
ん
な
中
学
生
に
な
る
前
は
、
山

臓
が
ド
キ
ド
キ
し
た
は
ず
さ
。
さ

あ
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
、
元
気

に
中
学
校
生
活
を
始
め
よ
う
じ
ゃ

な
い
か
。

ク
ラ
ブ
活
動

き
み
は
ク
ラ
ブ
に
何
を
求
め
る
?

き
み
た
ち
は
、
ど
の
ク
ラ
ブ
に

襟
を
立
て
て
が
ん
ば
る
こ
と
だ
ね
。

三
年
間
や
り
と
お
せ
ば
、
し
ら
な

い
う
ち
に
積
極
性
や
忍
耐
力
が
身

に
つ
く
し
仲
間
と
の
友
情
も
生

ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
し
ね
。

だ
ち

一き

一
生
の
友
を
見
つ
け
ち
ゃ
お
う

友

づ


あ-
L、

入
る
か
、
も
う
決
め
た
が
な
ワ

中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
先

殺
、
後
輩
の
け
じ
め
が
は

っ
き
り

し
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
の
中
で
い

ろ
い
ろ
な
勉
強
を
し
て
も
ら
い
た

し
介
。と

に
か
く
、
ク
ラ
ブ
活
動
に

一

度
参
加
し
た
ら
、
自
分
な
り
の
目

みんな，.ワクワク

新 中学一年生


、』一'

勉� 

5皇

e
予
習
と
復
習
で
試
験
も
へ
っ
ち
ゃ
ら
/

き
み
た
ち
も
知
っ
て
い
る
と
お

り
、
中
学
校
の
授
業
は 
ρ

教
科
担

任 

に
な
る
。
科
目
ご
と
に
先
生

が
ち
が
、 
7
わ
け
だ
。

一
時
間
ず
つ
、
べ
つ
の
先
生
の

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
楽

し
い
し
、
何
よ
り
も
た
く
さ
ん
の

先
生
の
考
、
ぇ
方
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
の
は
、
若
い
き
み

た
ち
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
参
考
に

な
る
と
甲
山 
Y

つ
ね
。

そ
れ
か
ら
、
中
学
校
に
は
「
中

間
試
験
」
「
期
末
試
験
」
と
い
っ
て

試
験
が
ま
と
ま
っ
て
あ
る
け
れ
ど

そ
の
目
前
に
な
っ
て
か
ら
、
あ
わ

て
て
勉
強
し
て
も
い
い
成
績
は
取

れ
な
い
か
も
ね
。
中
学
生
に
な
っ

た
ら
、
そ
の
日
の
復
習
と
こ
れ
か

ら
の
予
習
を
毎
日
や
る
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
。

中
学
生
に
な
る
と
、
勉
強
も
ク

ラ
ブ
活
動
も
き
び
し
く
な
る
け
ど
、

そ
れ
を

一
緒
に
が
ん
ば
り
と
お
し

た
友
だ
ち
と
の
友
情
は
、
そ
れ
だ

け
強
い
と
い
え
る
ん
だ
。
中
学
時

代
の
友
だ
ち
が
、

一
生
の
親
友
に

な
る
場
合
か
多
い
の
も
そ
の
た
め

じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
.
ろ
で
、
「
い
じ
め
」
が
テ

レ
ヒ
や
新
聞
で
話
題
に
な
っ
て
い

る
け
と
、
き
み
た
ち
の
学
校
か
ら

は
、
ぜ
っ
た
い
「
い
じ
め
」
を
な

く
し
て
ほ
し
い
な
。
そ
り
ゃ
あ
、

ク
ラ
ス
の
中
に
は
、
ど
う
し
て
も

好
き
に
な
れ
な
い
人
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
け
ど
、
そ
れ
を
き
み
た

ち
が
い
じ
め
る
権
利
は
ど
こ
に
も

な
しそ

れ
か
ら
、

自
分
は
い
じ
め
ら

れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
不
安
に
な

っ
て
る
き
み
。
自
分
の
ど
ん
な
と

こ
ろ
が
、
み
ん
な
と
う
ま
く
い
か

な
い
の
か
考
、
え
て
み
よ
う
。
参
考

ま
で
に
、
友
だ
ち
と
伸
よ
く
す
る

た
め
の
注
意
点
を
教
え
る
か
ら
し

っ
か
り
お
ぼ
え
て
ね
。

髪
や
服
装
を
清
潔
に
す
る

- -
自
分
の
考
え
を
は
っ
き
り
言
う

・
友
だ
ち
づ
き
あ
い
を
大
切
に
し
、

態
度
を
明
る
く
す
る

・
ウ
ソ
を
つ
か
な
い

-
約
束
を
守
る

・
自
ま
ん
し
た
り
、
い
い
気
に
な

っ
た
り
し
な
い

-
さ
さ
い
な
け
ん
か
は
し
な
い

中
学
生
に
な
る
っ
て
こ
と
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
に

一
歩
近
づ
い

た
っ
て
こ
と
な
ん
だ
。
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新入生のきみたちへみんな胸ワクワク新中学一年生



(3) 昭和61年� 3月 1日� カ込 ザコ つ ら 第189号

a，協の脅告は済みlLパ

移y- '"ダ，

期限は3月15日まで

町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た
で

昨
年

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
所
得
の
あ
っ
た
人
は

必
ず
申
告
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

無
申
告
者
に
は
、
町
で
所
得
を

決
定
し
た
り
、
過
料
に
処
せ
ら
れ

た
り
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

昭和61年度 住民税申告相談日程表

月日(Bit日) 該当 I也区 時間 場 円片� 

3/3(月) 中 止l 中山公会堂

4(火) 横� i頼
午
目リ� 勝浦町農協�  

6(木) 与川内�  
9 
H寺� ③与川内事業所� 

7幽 坂 本
カミ

り� 
③坂本事業所

10(月) 11 午
後

坂本 集会 所

12(ノゆ 全 町� 4 
fI寺 

町役場�  2 階

13(木) 11 ま 11 

14闘 11 

て。、� 

11 

{結 (全町� ) 12日、� 13日、� 14日

国
国
回
目
回
国
囚
白
田


検
認
し
な
け
れ
ば
使
え
ま
せ
ん

※
当
日
会
場
に
来
ら
れ
な
い

か
た
は
、
町
役
場
税
務
保

険
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

現
花
使
っ
て
い
る
被
保
険
者
-証

は、

三
月
三
十

一
日
で
有
効
期
限

が
満
了
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
四
月
一
日
以
降
は
、

検
認
済
の
被
保
険
者
証
で
な
け
れ

ば
治
療
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

つ
い
て
は
、
次
の
日
程
に
よ
り

係
員
が
各
地
区
に
出
向
き
検
認
を

行
い
ま
す
か
ら
、
必
ず
被
保
険
者

証
を
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
被
保
険
者
の
か
た
で
異

動
(
出
生

・
死
亡

・
転

入

転

出

・

転
居

・
世
帯
主
変
更

・
社
会
保
険

に
加
入
・
脱
退
)
が
あ
る
と
き
は
、

被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
役
場
窓
口
で
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

「
車
が
な
い
の
に
税
金
が
か
か

っ
た
」
と
か
、
「

一
台
か
な
い
の

に
二
台
分
の
税
金
が
:
・ 
:
」
、
こ

ん
な
経
験
を
し
、
不
愉
快
な
思
い

を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

軽
自
動
車
税
は
、
「
車
を
売
っ

た
り
」
又
は
、
現
に
車
が
な
く
て

も
廃
車
届
を
し
な
い
限
り
い
つ
ま

で
も
税
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り 

被保険者証検認の日程表

月日 時 間 士暴 所 対象地区�  

3 

月� 

31 

日� 

( 

月� 

) 

9 : OO~10: 00 坂 本 集 会 所 �  J反 本� 

10 : 30~11 : 30 坂 本 事 業 所 11 

12 : OO~ 1 : 00 与川内事業所 与� )11 内� 

1 : 30~ 2 : 30 勝浦町農協 横� j頼

3 : OO~ 4 : 00 中山公会堂 中 山� 

4 : 30~ 5 : 30 棚野集会所 十朋� !g-} 

9 : OO~10 : 00 石原センター� m江 ・石原� 

10 : 30 ~11 : 30 生比奈農協
今山、山西
持ト谷� 

12 : OO~ 1 : 00 農村婦人の家 中 角� 

1 : 30~ 2 : 30 勝浦会館 黒 岩� 

3 : 00--4 : 00 星谷集会所 星 谷� 

4 : 30~ 5 : 30 生名センター 生 名

久国地区は町役場で行います。

廃
車
名
儀
変
更
・
住
所
変
更
は
早
急
に
グ

卜
と
印
鑑

l

①
軽
自
動
車

場
所
軽
自
動
車
検
査
協
会

住
所
徳
島
市
南
矢
三
町
二
丁

同
国

必
要
な
も
の

プ
レ
ー
ト
二
枚
、
検
査

証
、
使
用
者
の
印
鑑
、

所
有
者
の
印
鑑
。 

電
話

0
8
8
6
|
剖

|
6
6
7
5

ま
す
。廃

車
手
続
は
簡
単
で
す
。
つ
ぎ

の
と
こ
ろ
で
手
続
を
す
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

。
原
動
機
付
自
転
車

(
一
二
五
∞

以
下場

所 )

標
識
を
、
つ
け
た
市
町
村

役
場

必
要
な
も
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
住民税の申告は済みましたか期限は3月15日まで

MUS04
テキストボックス
国民健康被健康保険者証



(4) ザコ� カミ第� 189号 つ ら 昭和� 61年� 3月� 1日

新
し
い
国
民
年
金

②
自
営
業
の
人
の
年
金


-
加
入
者
の
範
囲
が
変
り
ま
す

現
行
の
国
民
年
金
は
、
農
業

・

漁
業
・
商
業
な
ど
の
自
営
業
の
人

と
そ
の
家
族
が
加
入
す
る
年
金
制

度
で
す
が
、
新
年
金
制
度
で
は
第

一
号
被
保
険
者
に
該
当
し
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る

方
は
次
の
方
と
な
り
ま
す
。

@

こ
れ
ま
で
国
民
年
金
の
強
制

加
入
者
で
あ
っ
た
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
自
営
業
の
人
と

そ
の
家
族
�
 

@

地
方
議
会
の
議
員

@

厚
生
年
金
等
の
老
齢
年
金
の

受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
る
方

と
そ
の
配
偶
者

。

厚
生
年
金
等
の
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
人
と

そ
の
配
偶
者

@

厚
生
年
金
等
の
老
齢
年
金
を

受
け
て
い
る
方
と
そ
の
配
偶
者

※

厚
生
年
金
等
の
老
齢
年
金

を
も
ら
っ
て
い
る
方
だ
け
は

任
意
加
人
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
厚
生
年
金
等
の
老
齢
年

×
一
�
 )

l

-
Rn
 

/
/

特

1
一紅

側
和
一
洋

呆
き
一
創

‘
一
可

納

一

入

を
数
一
加

4
V

料
月
一

険
た
一

保
め
一
�
 

円×

新
年
金
に
お
答

え

む

a 


メミ


鰍
数
一
州

金
の
受
給
要
件
を
満
た
し
て

い
る
方
で
も
六
十
歳
ま
で
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

老
齢
基
礎
年
金

二
十
五
年
以
上
の
資
格
期
聞
が
必
要

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る

の
は
、
二
十
五
年
以
上
加
入
し
た

人
が
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
か

ら
で
す
。

な
お
、
昭
和
五
年
四
月
一
日
以


前
生
ま
れ
の
人
は
、
二
十
五
年
の


資
格
期
聞
が
二
十
一
年
�
 二
十
四


年
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。


年
金
額
は
月
額
五
万
一
千
九
百
円

老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
、
六
十

二
万
二
千
八
百
円

(
月
額
五
万
一

千
九
百
円
、
昭
和
六
十
一
年
度
価

格
)
で
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
、
国
民
年
金

主主� 
Eコ 間� 

新
年
金
制
度
(
引
・
�
 4

・
1
)
以
降
は
、
六
十
五
歳
が
ニ
な
く

て
は
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
る
と
い
う
の
は
本
当
で
す
か
。

老
齢
基
礎
年
金
は
施
行
日
に
六
十
歳
未
満
�
 (大
正
十
五
年
四
月
二

回
以
降
に
生
ま
れ
た
方
)
の
人
に
、
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

生年 月 日 資椅期間 加入可能年数

昭和� 2年� 4月� 1日以前� 21年� 25年

昭和� 3年� 4月� l日以前� 22 26 

昭和� 4年� 4月� l日以前� 23 27 

昭和� 5年� 4月� l日以前� 24 28 

昭和� 6年� 4月� l日以前� 25 29 

昭和� 7年� 4月� l日以前� 25 30 

昭和� 8年� 4月� l日以前� 25 31 

昭和� 9年� 4月� l日以前� 25 32 

昭和� 10年� 4月� l日以前� 25 33 

昭和� 11年� 4月� l日以前� 25 34 

昭和� 12年� 4月� l日以前� 25 35 

昭和� 13年� 4月� l日以前� 25 36 

昭和� 14年� 4月� l日以前� 25 37 

昭和� 15年� 4月� l日以前� 25 38 

昭和� 16年� 4月� l日以前� 25 39 

昭和� 16年� 4月2日以降� 25 40 

に
加
入
で
き
る
年
数
(
加
入
可
能

年
数

|
l下
表
を
参
照
)
に
つ
い

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
六
十
五
歳
で
す
が
、
従
来
の
老

て
、
す
べ
て
保
険
料
を
納
め
た
場

合
に
、
月
額
五
万
一
千
九
百
円
の

年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
保
険
料
を
納
め
た
期
聞
が
加

入
可
能
年
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、

そ
の
分
だ
け
月
額
五
万
一
千
九
百

円
か
ら
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
老
齢
基
礎
年

金
の
額
は
、
次
の
式
で
計
算
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
�
 

齢
年
金
と
同
様
、

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
の
繰
上
げ
ま
た
は
繰
下
げ
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
支
給
の
繰
上
げ
に
つ
い
て
は
、
六
十
歳
以
上
六

十
五
歳
未
満
の
聞
の
希
望
す
る
と
き
か
ら
、
支
給
の
繰
下
げ
に
つ
い
て

は
、
六
十
六
歳
以
後
の
希
望
す
る
と
き
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

こ
と
か
で
き
ま
す
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
老
齢
基
礎
年
金
が
適
用
さ
れ
な
い
で
、

基
本
的
に
は
、
従
来
の
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
ま
た
は
通
算
老
齢
年
金

の
支
給
要
件
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
生
年
月
日
が
大
正
十
五
年
四
月
一
日
以
前
の
人

②
生
年
月
日
か
大
正
十
五
年
四
月
一
百
以
後
の
人
で
、
施
行
日

の
前
日
に
厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
船
員
保
険
の
老
齢
年
金
の
受

給
権
を
取
得
し
て
い
る
人

MUS04
スタンプ
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テキストボックス
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融資限度額  

げ

来

下
「

低

繰

は
と

て

す

ず

い

で

上

つ

率

繰

に

同

の

合

と

給

割

皮

支

給

制

・

支

の

受け始める年齢 受給率  

60歳以上61歳未満 58% 

61歳以上62歳未満 65 % 

62歳以上63歳未満 72% 

63歳以上64歳未満 80% 

64歳以上65歳未満 89% 

*
厚
生
年
金
等
の
期
間
が
あ
り
、
退
職
さ
れ
て
い
る
方
は
、

老
齢
厚
生
年
金
が
六
+
歳
か
ら
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ
請
求
さ
れ
ま
す
と
老

齢
厚
生
年
金
が
支
給
停
止
と
な
り
、

六
十
五
歳
か
ら
で
な

け
れ
ば
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

活
用
し
よ
う
制
度
資
金
①

自
作
農
維
持
資
金
む

8
4

500 500万円(特認し 万円)

花
子

自
作
農
維
持

(
経
掌
再
建
整
備
)

資
金
と
は
ど
の
よ

う
な
資
金
で
す
か
。

太
郎

経
営
作
自
の
転

換
・
経
営
合
理
化

等
に
よ
り
農
業
経

営
の
再
建
獲
備
を

図
ろ
、
っ
と
す
る
場

合
、
既
存
債
務
の

整
理
に
要
す
る
資

金
で
す
。

花
子

資
金
を
借
り
た

た
め
に
生
じ
た
負

債
の
整
理
に
要
す

る
資
金
で
あ
れ
ば

対
象
に
な
る
そ
、
�
 
7

で
す
が
、
農
具

・

肥
料

・
飼
料

・
家

畜

・
農
業
経
営
に

必
要
な
施
設
を
設

置
す
る
資
金
は
対

象
に
な
り
ま
す
か
。

太
郎

も
ち
ろ
ん
対
象
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
に
農
地
等
の

改
良

・
造
成
又
は
復
旧
に
必

要
な
資
金
及
び
農
業
経
営
改

善
の
た
め
の
農
地
取
得
に
必

要
な
資
金
が
対
象
で
す
。

花
子

そ
れ
で
は
現
在
天
災
資
金

花
子

天
災
資
金
は
利
子
補
給
さ

れ
て
い
る
た
め
対
象
に
な
ら

な
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
が
現
在
利
子
補
給
を
受

け
て
い
る
補
給
率
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

太
郎

天
災
融
資
法
激
甚
災
害
法

の
指
定
を
う
け
、
天
災
資
金

の
貸
付
を
受
け
、
昭
和
六
十

年
五
月
二
十
九
日
に
第
一
回

の
元
金
償
還
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
金
利
九

・
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
対
し
、
利
子
補
給
割

合
は
(
図
�
 1)
の
と
お
り
で
す
。

昭
和
五
十
九
年
一
月
末
の

降
雪
及
び
そ
の
後
の
異
常
寒

波
に
よ
る
重
複
被
害
を
受
け

た
が
国
の
天
災
融
資
法
が
発

動
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、

町
長
は
じ
め
町
議
会
議
員
、
農

協
組
合
長
が
県
知
事
へ
陳
情

を
重
ね
た
結
果
、
徳
島
県
柑

橘
農
業
者
天
災
資
金
利
子
補

給
補
助
(
図
2
)が
認
め
ら
れ
、

自
己
負
担
三
パ
ー
セ
ン
ト
に

対
し
、
県

・
町

・
農
協
が
二

年
間
上
乗
せ
利
子
補
給
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

花
子

借
入
申
込
手
続
き
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い

で
す
か
。

太
郎

詳
し
く
は
農
協
ま
た
は
町

役
場
産
業
課
で
お
た
ず
ね
し

て
く
だ
さ
い
。

を
借
り
入
れ
し
、
第
一
固
め

元
金
償
還
は
農
協
の
プ
ロ
パ

|
資
金
を
借
り
て
返
済
し
て

あ
り
ま
す
が
、
今
後
低
利
の

経
営
再
建
整
備
資
金
を
借
り

受
け
よ
う
と
思
い
ま
す
が
・
�
 
.. 

太
郎

ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
く
だ
さ

い
よ
。
負
債
整
理
資
金
の
融

資
対
象
と
な
ら
な
い
負
債
が

あ
り
、
農
業
近
代
化
資
金
・

天
災
資
金
等
の
利
子
補
給
を

行
っ
て
い
る
資
金

・
農
業
改

良
資
金
等
の
資
金
を
借
り
受

け
て
生
じ
た
負
債
は
融
資
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

一柑
一橋
栽
培
講
演
会
…

多
種
類
に
及
ぶ
柑
橘
類
、
落
葉

果
樹
等
の
栽
培
、
販
売
商
の
問
題

に
つ
い
て
本
町
の
今
後
の
あ
り
方

を
勉
強
し
ま
す
。

主
催

勝
浦
町

後
援

三
号
被
保
険
者
移
行
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

共
済
年
金
も
同
様
の
届
出
が
必
要

で
す
の
で
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方

は
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
配
偶
者
が
共
済
組
合
の
年
金

制
度
の
加
入
者
で
あ
っ
て

②
そ
の
配
偶
者
か
ら
扶
養
(
健

康
保
険
証
の
、
?
え
で
被
扶
養
者

と
な
っ
て
い
る
)
さ
れ
て
い
る

方
の
、
っ
ち

③
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方

提
出
期
限
�
 3
月
引
日

共 済組合別 提出先

国家公務員

地方公務員

私 立学校教 職 員

勤務 先 で
取りまとめ

農林漁業団体職員

町
内
両
農
業
協
同
組
合

勝
浦
町
果
樹
研
究
会

昭
和
六
十

一
年
三
月
七

日
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
十
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

香
川
大
学
農
学
部

北
川
博
敏
先
生

「
日
本
の
果
樹
悶
芸
の

(図 2)徳島県柑橘農業者天災資金利子補給補助

演 議場 日
師所 時題

将
来
」

。
間
間
切


共
済
組
合
員
(
公
務
員
・
農
協

職
員
な
ど
)
の
奥
さ
ん
へ

こ
れ
ま
で
、

厚
生
年
金
に
加
入

さ
れ
て
い
る
そ
の
配
偶
者
に
は
、

MUS04
スタンプ
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スタンプ
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テキストボックス
活用しよう制度資金自作農推持資金Q&A



--
'
E

e

L
応
酬

A
ロ
訂
汎

荷一ヱ有J7
 

第189号	 カミ dコ つ� ら 昭和61年� 3月 l日 (6) 

O

なガら走っていると、思わぬ事故を起こし

申
込
受
付

荷
物
を
積
む
と
き
も

柔
道
マ
ジ
寡
集

チ
ビ

ッ
コ
諸
君
/
柔
道
で
心
と

体
を
鍛
え
よ
う
。
イ
ジ
メ
な
ん
か

吹
っ
と
は
し
、
み
ん
な
と
仲
ょ
く

で
き
る
よ
。

五
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
男
女
を

問
い
ま
せ
ん
。

〈
申
込
先
〉
勝
浦
町
教
育
委
員
会
内

体
育
協
会
事
務
局
、

ま
た
は
勝
浦
接
骨
院

駐
在
所
だ
よ
り
�
 

O
学
年
末
は
要
注
意

年
賀
は
が
き

1
お
年
玉

増

井

正

さ
ん
(
生
名
)

が

一
等
賞

好
運
の
主
は
、
生
名
の
増
井
正

氏
書
損
じ
た
、
は
が
き
が
当
選

し
た
も
の
で
、

「幸
運
は
、
ど
こ

に
あ
る
か
ワ
カ
ラ
ン
ナ
・
:
:
春
か

ら
縁
起
が
エ
エ
ワ
イ
」
と
、
賞
口
聞

の
V
-
T
-
R
を
町
口
局
長
か
ら

受
取
っ
て
ニ
ッ

コ
リ
で
し
た
。

た
だ
、
か
ミ
ガ
ミ
叱

っ
た
り
、
世

間
体
を
気
に
し
た
愚
痴
は
解
決
に

な
り
ま
せ
ん
。

勇
気
づ
け
、
励
ま
し
て
や
る
両

親
の
暖
か
い
愛
情
�
 」そ
家
出
や
非

v

行
に
走
る
子
供
た
ち
を
引
き
と
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

・
へ
ル
メ
�
 

O

万
一
に
備
え

車
社
会
と
い
わ
れ
る
今
日
、
交

家
族
み
ん
な
で
加
入
し
よ
う

O
き
ま
す
が
、

川
が
負
担
す
る
の

は
一
口
分
で
す
)
。
�
 

保
険
請
求
書
類

ー

町

民

受

通

傷

害

保

険

|

特
に
必
要
な
も
の
は
管
内
答

察
署
及
び
自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
の
発
行
す
る
事
故
証
明

書
で
す
。
自
転
車
の
白
損
事
故

等
ど
ん
な
軽
微
な
事
故
で
も
笹

察
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

γ
・

-Y
・
γ
・γ-
v

-γ 

・
・
・
・
・
・
・
γ
・γ
・γ
・

v
v
v
v
v
γ
・
�
 

γ-v

V
-v 

0
 

0

卜

。

y

通
事
故
に
伴
、
っ
犠
牲
者
は
年
々
増

保
険
期
間

加
し
て
い
ま
す
。

万
一
の
と
き
に
備
、
ぇ
、
運
転
す

保
険
料

る
、
し
な
い
を
問
わ
ず
、
家
族
そ

ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う。

。
申
込
窓
口

O O

四
月
一
日
か
ら
一
年
間

一
口
四
百
八
十
円
(
一
人

一
一
口
ま
で
)

た
だ
し
、
四
月
一
日
現
在
保

役
場
住
民
福
祉
課
�
 

O

三
月
三
十
一
日
(
月
)
ま
で

申
込
書
別
紙
折
込
用
紙

申
込
書
を
切
り
取
り
、
記
入

押
印
の
う
え
持
参
し
て
く
だ
さ
�
 

育
所
の
幼
児
、
幼
稚
園
児
、
小

中
学
生
に
つ
い
て
は
、
町
が
半

額
を
負
担
し
ま
す
か
ら
、

一
人

二
百
四
十
円
と
な
り
ま
す
(
こ

の
場
合
一
人
二
口
ま
で
加
入
で

川
下

U
ほ右
以
�
 

」
叩
を

台
玖

一何ブ
に
下

の、� U
A

規
則
が
あ
り
ま
す

・
高
校
入
試
に
失
敗
し
た

.
万
引
で
補
導
さ
れ
た

・
男
友
だ
ち
、
女
友
だ
ち
と
の
つ

き
あ
い
で
失
敗
し
た

の
効
用

ス
リ

ッ
プ
事
故
・
転
落
事
故

・

こ
ん
な
と
き
、
子
供
た
ち
に
ど

う
接
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
�
 衝
突
事
故
か
ら
命
を
守
っ
て
く
れ

ま
す
。

組織君臨寸⑮@⑥ 

自軍王室に重い荷物を積んで、フラフラし

かねぎせん。

自軍E車に荷物を積むときにも規則がある

ことはご存じですか。荷物の重さ、幅、 高

さについての制限ガあります。

・重さ ・荷台のある自転車の場合、	 30kgを

超え足立いこと

-長さ・..荷台の長さ� +30anまで

・暢・・・・・・荷台の幅+30anまで〈片側15ana':で〉

・高さ・・荷台lこ乗せだ荷物ガ、地上から2m

を超えないこと

制限内の荷物でも、しっかり固定させず、

片手で荷物を押さえ、もう一方の手だけで運

癒するのは絶対にやめてください。荷物はし

っかり固定させ、必ず問手で運転をしましょ

っ。

¥ー

...... 
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場 日
所 時

日
時

場
所� 

固
定
資
産
課
税
台
帳

3
3滋
定
3
3
一一

の
縦
覧

三
月

一
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま

で
の
問
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を

縦
覧
し
て
お
り
ま
す
。

課
税
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
確

認
す
る
期
間
で
す
。
特
に
資
産
を

売
買
さ
れ
た
方
、
地
目
変
更

・
家

屋
を
新
増
築

・
改
築
・
取
得
等
を

さ
れ
た
方
は
、
一
度
た
し
か
め
る

と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

。
縦
覧
場
所

町
役
場
税
務
保
険
課

。

時

間

平

日

午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

土
曜
日

午
前
中

勝
浦
発
電
所
立
川
ダ
ム

か
ら
の
お
知
ら
せ

立
川
谷
に
は
、
発
電
を
主
目
的

に
造
ら
れ
た
立
川
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
立
川
谷
の
立
川
ダ
ム

と
広
安
地
点
の
二
か
所
に
警
報
用

サ
イ
レ
ン
を
新
設
し
ま
し
た
。

立
川
ダ
ム
上
流
域
に
雨
が
降
り
、

出
水
が
あ
っ
た
場
合
に
サ
イ
レ

ン

を
鳴
ら
し
、
立
川
タ
ム
か
ら
放
流

を
し
ま
す
。

ダ
ム
の
下
流
で
は
、
川
の
水
か

さ
が
急
に
増
え
ま
す
の
で
サ
イ
レ 

勝
浦
会
館
三
月
行
事

5
日
制

6
日
附

7
日
幽

8
日
出 

あ
な
た
は
体
力
に
自
信
が
あ
り
ま
す
か

ω
急
歩 

's" 	

ω
垂
直
と
び

ω
反
復
横
と
び

ω
握
力
測
定

ω
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル

各
講
座
と
も
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
開
講
し
ま
す
。(
習
字
の
み
七

時
開
講 
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
白
の
お
知
ら
せ 

勝
浦
体
協
陸
上
部
で
は
、
町
民

手
芸
教
室

生
花
教
室

踊
り
教
室

習
字
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

定
例
会

着
付
教
室

手
芸
教
室
(
玉
ノ
木

・

内
円』� 

25 21 20 19 17 13 12 11 
日日日日日日 日目

五
十
回
公
会
堂 
)

踊
り
教
室

習
字
教
室

手
芸
教
室

生
花
教
室

踊
り
教
室

着
付
教
室

(刈幽附(水:)(月)肘 。付(火)� 

の
皆
さ
ん
に
自
分
の
体
力
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
町
民
体
力
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
す
。

体
力
は
、
知
ら
ぬ
聞
に
衰
え
て

い
る
も
の
で
す
。
や
は
り
、
自
分

の
体
力
は
、
自
分
で
知
っ
て
い
た

い
も
の
で
す
。

体
操
の
で
き
る
服
装
で
、
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

三
月
四
日 

(火
)

三
月
十
八
日
(
火 
)

午
後
九
時

l

午
後
七
時 

習
掌
ム
テ
級

時
間

場
所

墨
絵
掌
級

時
間

場
所

短
叡
坐
級

福
祉
セ

ン
タ
ー
図
書
室

コ
百
七
日 

(金
)

参
加
費

無
料

臨
時
保
母
の
登
録

保
育
所
保
母
の
産
休
、
病
休
等

代
替
職
員
と
し
て
臨
時
保
母
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
三
月
二
十
日
ま

で
に
町
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
書
は
住
民
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。

i

三
月
三
十
日
(
日
)

午
後
七
時

勝
浦
中
学
校
体
育
館

及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
公
認
審

判
認
定
講
習
会
(
三
種
)

開
催
の
お
知
ら
せi

三
月
九
日 

(日

午
前
九
時

八
万
中
学
校 

三
月
十
七
日 

(月
)

午
後
七
時
三
十
分 

午

後
九
時
三
十
分

i

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

時
間

場
所

三
月
八
日
(
土
)

午
後
一
時
1

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

ン
が
鳴
っ
た
時
は
危
険
防
止
の
た

め
必
ず
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

立
川
タ
ム
か
ら
放
流
会
子
る
時

の
サ
イ
レ

ン
の
鳴
ら
し
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
こ
の
警
報
用
サ
イ
レ

ン

の
運
用
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

(徳
島
県
企
業
局
勝
浦
発
電
所 
)

ソヶ、ントやテーブルタ

ップ、コードなどには、

容量に限度ガあります。

一度にだくさんの電気器

タコ足配線は事故のもと

H

具を使うと、コードなど

が過熱して大変危険です。� 

Z電気器具はコンセントからi使いましょう。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
まもろう人権なくそう差別勝浦町同和教育推進協議会

MUS04
テキストボックス
国定資産課税台帳の縦覧
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そ
の
後
、
中
原
史
郎
さ
ん
が
集

め
て
く
だ
さ

っ
た
資
料
の
な
か
の

「勝
浦
町
史
」
に
よ
る
と
芭
蕉
に

関
す
る
碑
が
町
内
に
三
基
あ
る
。

そ
の
要
点
を
次
に
ひ
く
。

「
生
名
の
東
林
庵
の
芭
蕉
墓
」

首
相
末
か
ら
明
治
初
め
に
か
け
て

活
躍
し
た
生
名
の
俳
人
・
倉
橋
輝

岳
(
明
治
十
三
年
没
)の
門
人
達

が
明
治
の
末
頃
に
こ
の
碑
を
建
て

た
と
思
わ
れ
る
。

「
沼
江
の
行
司
に
あ
る
芭
蕉
墓
」

建
立
年
代
や
建
立
者
は
不
明
な

る
も
、
お
そ
ら
く
明
治
末
か
大
正

初
め
に
建
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
沼
江
掛
谷
の
普
入
寺
の
句
碑
」

曙
や
き
り
に
う
づ
ま
く
鐘
の
立日

は
せ
を 

こ
の
伴
は
、
昭
和
二

十
五
年
(
一
二
十
四
年
と
も
い
う
)

三
月
三
日
、
藤
本
春
梅
氏
の
主
宰

す
る
桂
川
社
が
建
立
し
た
。

か
曙
や
・:
。
の
句
碑
は
と
も
か

く 

芭
蕉
墓
ん
と
称
す
る
碑
が
近

距
離
に
二
基
あ
る
の
は
興
味
を
ひ

H
H

H

H

H

i
H

u

A

H

i
H

建築物を災害から守ること

それは、わだしだちの生省を守ること� 

く
。
元
禄
七
年
十
月
十
二
日
難
波

の
御
堂
筋
の
花
屋
の
旅
宿
に
て
没


し
た
芭
蕉
翁
の
遺
骸
は
遺
一
一=一口
に
よ


っ
て
、
膳
所
の
義
仲
寺
に
運
は
れ
、


義
仲
公
の
墓
と
並
ん
で
葬
ら
れ
卵


塔
(
無
縫
塔
)
を
造
立
し
、
  

H

蕉
翁
。
の
三
字
を
刻
し
た
。
そ
の 芭

墓
が
義
仲
寺
に
現
存
す
る
こ
と
は

、

(芭 害事 翁

H

u

墓
辺
の
土
で
も
持
ち
帰
っ
て
墓
碑

を
営
ん
だ
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。
さ

り
な
が
ら 

芭
蕉
墓 

と
刻
ん
で

礼
持
し
た
里
人
の
志
の
厚
さ
と
敬

ち
の
こ
の
地
の
俳
人
が
義
仲
寺
の

あ
る
が
、
か
墓 

と
名
付
け
ら
れ

た
も
の
の
あ
る
こ
と
は
、
私
の
見

た
芭
蕉
の
僻
に
関
す
る
書
物
の
中

に
も
出
て
い
な
い
。

ふ

?
っ、

 

墓 

と
は
遺
骸
や
遺
骨
を
葬
っ

た
と
こ
ろ
を
言
、
つ
が
、
阿
波
の
勝

浦
付
近
で
は
別
の
意
味
に
使
は
れ

て
い
た
の
か
。

「
町
史
」
に
は

か
芭
蕉
墓
々
の
二
基
を
共
に
。
追

悼
碑 

と
称
し
て
い
る
。
こ
の
地

で
は
墓
の
字
の
用
法
に
こ
の
よ
う

な
習
俗
の
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

カ
勝
浦
町
所
在
の
二
基
の
墓
碑
が
、

い
つ
ご
ろ
建
て
ら
れ
た
も
の
か
、

H

町
史
の
言
う
如
く
、
明
治
末
か
ら

u H

大
正
初
め
ご
ろ
の
建
立
か
も
知
れ

ぬ
し
、
ま
た
そ
れ
よ
り
以
前
か
も

わ
か
ら
ぬ
。
し
か
し
、
翁
没
後
の

早
い
時
期
に
、
遺
骨
か
あ
る
い
は

遺
髪
の
一
部
で
も
埋
葬
し
た
も
の

で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
の

u

周
知
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
伊

賀
上
野
の
松
尾
家
菩
提
寺
愛
染
院

に
翁
の
埠
髪
を
納
め
た 

故
郷
塚

が
あ
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

づ令
。

こ
の
二
か
所
の
ほ
か
に
、
翁
の

句
碑
な
ど
は
全
国
各
地
に
数
多
く

H

H

慕
の
深
さ
は
、
ふ
つ
う
で
は
な
い

た
だ
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
我
々

は
、
こ
の
深
切
の
里
人
の
心
に
、

い
た
く
感
動
す
る
。

生
名
の 

芭
蕉
墓 

の
字
の
左

に 

花
咲
い
て
七
日
鶴
見
る
麓
哉

の
句
を
刻
し
た
の
は
か
鶴 

に
鶴

林
寺
を
あ
て
、 

策
。
に
生
名
あ

た
り
の
里
を
あ
て
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
鶴
林
寺
は
生
名
か
ら
山
道

に
か
か

っ
て
二
十
余
丁
あ
り
鶴
林

寺
詣
り
に
は
生
名
の
辺
を
通
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
生
名
の
壁
一

は
品
目
か
ら
桜
の
名
所
と
一言
わ
れ
、

銀
杏
の
大
樹
の
横
に
桜
の
大
き
い

切
株
が
残
つ
で
あ
っ
た
。

鶴
林
寺
は
四
国
八
十
八
個
所
霊

場
の
第
二
十
番
札
所
で
弘
法
大
師

の
創
建
と
伝
、
手
」
り
れ
る
。
大
師
が

こ
の
山
に
来
ら
れ
し
時
、
白
鶴
の

瑞
象
あ
っ
て
こ
の
地
に 
早
一
字
を
建

て
ら
れ
た
。
こ
の
寺
は
真
言
密
教

の
霊
地
と
し
て
、

室
町
時
代
前
期

ご
ろ
す
?
に
庶
民
の
参
詣
あ
っ
た

こ
と
は
、

丁
石
(
参
詣
人
の
た
め

の
道
し
る
べ
の
立
石
)
に
、
貞
治

(
一
三
六
二 

一
三
六
八
年

・
北

朝
年
号
)
、
謄
安
(
一
三
六
八

主
主
五
年

・
北
朝
年
号
)
、
明

徳
(
一
三
九

0
1
一
三
九
二
年

・

北
朝
年
号
)
、
の
年
号
の
あ
る
も

の
が
遣
っ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ

る
と
町
史
に
言
う
。
す
る
と
寺
の

麓
に
あ
る
勝
浦
町
の
あ
た
り
の
里

品 3月 7日から 13日は

建築物防災週間です

像)

は
、
参
詣
者
の
休
宿
所
と
な
っ
た

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、

四
国
霊
場
八
十
八
個
所
巡
り
の
遍

路
の
始
り
は
、
室
町
時
代
後
期
と

い
う
説
も
あ
り
、
ま
た
江
戸
時
代

前
期
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
と
も

あ
れ
遍
路
の
往
来
は
、
勝
浦
の
盟

の
賑
い
と
共
に
、
文
芸
文
化
の
来

訪
と
も
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
つ
つ
く
)

義
仲
寺

徳
島
県
勝
浦
町
の
芭
蕉
墓

奥

西

保

よ

り

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦町の芭蕉墓

MUS04
テキストボックス
建築物を災害から守ることそれはわたしたちの生命を守ること
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俳く 句 〉

春
立
つ
や
改
修
の
鎚
音
は
ず
む

横

瀬

桂

木

狙

丘

と
き
め
き
て
桜
木
の
縄
を
解
き
け

喪
の
明
け
て
旧
正
月
を
飾
り
け
り

横

瀬

中

田

万

里

引
揚
げ
し
舟
に
も
若
布
掛
け
て
干

す先
生
に
賞
、
っ
欠
伸
や
暖
か
し

中

山

山

下

花

蝶

風
の
あ
る
ら
し
枯
蔓
の
音
か
す
か

下
校
児
の
声
透
き
通
り
笑
、
明
く
る

nJ 

立
川

竹

田
あ
ゆ
み

取
り
止
め
し
命
窓
辺
に
初
音
き
く

y

梅
咲
い
て
伸
び
ゆ
く
町
の
明
る
か

り

生

名

竹

林

白

楊

陽
の
匂
い
土
の
匂
い
に
春
立
ち
ぬ

ま
た
二
戸
去
り
ゆ
く
峡
や
梅
の
花

生

名

丸

山

香
月

棲
木
せ
る
陽
差
し
な
ご
め
る
畠
の

閉
内桜

木
し
て
果
樹
減
反
の
記
事
を
見


る

生

名

滝

口

良

一


切
り
干
し
の
凍
て
つ
つ
乾
く
彩
と


な
る


盆
梅
の
、
つ
て
な
に
膏
む
紅
淡
し


掛

谷

斎

藤

重

子


野
火
猛
り
胸
の
だ
か
ぶ
り
鳴
り
止


ヰ
念
。


春
寒
し
た
ぎ
る
や
か
ん
の
ふ
た
が


鳴

る

扮

谷

野

上

す

み

れ


老
の
身
に
三
寒
四
温
く
り
返
し

梅
前
線
九
州
出
し
と
映
像
に

掛
谷

山
丸

千
絵

手
に
の
せ
て
空
の
色
な
る
龍
の
玉

つ
く
ぱ
い
の
薄
氷
な
め
て
猫
の
去

る

沼

江

大

岡

初

音

似
顔
絵
の
は
り
し
駅
あ
り
春
寒
し

講
一
つ
越
え
て
取
り
た
り
蕗
の
と

う

横

瀬

稼

勢

銀

星

f f

へ
大
字
中
角
字
東
山

小

松

島

市

「大
字
晶
一
谷
宇
ニ
ソ
轟
苔
�
 

徳

内

川

市

へ
大
字
坂
本
字
坂
本


「
坂

野

町


「
大
字
沼
江
字
神
谷

戸
大
字
生
名
字
中
道

f

lの次 送出�  t 

iせ固町り認�  i 
J ま l華内先は�  l
'すまE在 包� 
l 。歌住嫁勝月�  

l

:
ふ、の努濁七

:るそか広町三巴 a 

i つのた夫三句 do
;て'tR.にa渓 ハ で

ご Iel:限宣ガに 
l没川りさキ�  ! 
1句柳まま で i 

.. 企，.，� 

・企.，企.，‘.&・企・・・・・&・企.企� 
... 企
�
 

戸
籍
の
窓

月
刊
日
1
2
月
日
日
�
 

A
l

a--a

-v--v--v

lくとすで�  
1 だ交。�  

; 

lさ代
(敏草原略〕 I ~\に 

大
平
坂
本
中
川

竿
柑
本

率
先
岡
本

平
川
岩

卒
中
向
コ
両

大
マ
安
田
中 -v

三
二
�
 

血

刀
回
/
�
 

2
3

」司日

一三
女

香

由
美
子
」

q
h
U
3

L
I

E
A

善

意
あ
り
が
と
う

ζ
ざ
い
ま
し
た

月
叩
巴
�
 2
月
刊
日

4
1

中

村

悟

さ

ん

(
横
瀬
)

堀
ス
ミ
エ
さ
ん
(
中
山
)

徳
山
敏
子
さ
ん
(
星
谷
)

谷
内
重
一
さ
ん
(
沼
江
)

鶴
居
嘉
昭
さ
ん
(
横
瀬
)

尾
崎
幸
子
さ
ん
(
中
山
)

匿

名

(

中

山
)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
か
た
か
ら
社
協
善
意
銀

行
に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
字
沼
江
字
山
路
綿
木
イ
チ
ノ
(
九
歳
)

訂
正
と
お
詑
び

歳
)

先
月
号
三
ペ
ー
ジ
二
段
目
の

勝
浦
町
長
内
助
の
功
感
謝
状
の

な
か
で
森
内
史
(
本
団
副
団
長

森
内
清
男
夫
人
)
と
掲
載
し
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
森
内
史
(
本

団
副
団
長
森
内
恵
一
夫
人
)
の

ま
ち
が
い
で
す
。
訂
正
し
て
お

詑
び
い
た
し
ま
す
。

(
U

~ 

i

山
'中
道

'P

事
一
一
;

間
曲ゐ

・
お
く
や
み
申
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

仁
刊
)
長
男
篤

秀
明
プ
一
女
枝
豆
荒
田

幸
子
¥

時
間
)
長
男
和

司 司� 奈� 也

春
立
や
郵
便
受
を
又
の
ぞ
く

風
邪
の
床
雪
の
惨
事
を
き
く
テ
レ

ビ

坂

本

畠

田

久

恵

春
立
つ
や
肩
で
外
せ
り
風
の
道

寒
明
け
て
絶
さ
ぬ
灸
の
跡
か
ゆ
し

坂

本

谷

富

士

暖
か
き
橡
側
に
出
て
爪
を
前
月
る

楼
木
し
て
村
輿
し
け
り
味
出
番

坂

本

新

居

葉

小

杉
山
の
赤
く
見
え
居
て
山
眠
る

工
場
の
建
ち
て
冬
陽
を
さ
え
ぎ
れ

り

与

川

内

阿

部
ヨ
リ
ヱ

紅
梅
や
静
か
に
寺
の
庭
歩
く

寒
の
道
重
く
き
し
め
り
過
疎
の
パ

ス

横

瀬

錦

内

常

一

-vご
結
婚
お
め
で
と
う

「
大
写
久
国
字
原

ノ

浦

町

羽

市

原

義

昭

岡
本
美
由
紀

河

野

洋

一

定

本

弥

生

田

中

勝

萩

原

孝

代

宮

下

充

玄

石

井

朝

子

徳

政

栄

宣

宮

本

智

美

�

 
大
字
生
名
字
石
垣
西
谷
藤
平
(
位
歳
)

大
字
坂
本
字
稲
原
寺
岡
正
夫
(
日
歳
)

大
字
槻
野
字
仮
家
後
藤
カ
ツ
ヱ
(
花
歳
)

大
字
沼
江
字
西
岡
片
山
荒
太
郎
(
剖
歳
)

大
字
山
祭
怠
菜
尾
谷
篠
山

壮

士
又
臼
歳
)

大
字
三
渓
字
中
村
田
村
マ
キ
ノ
(
百
歳
)

大
空ニ、
歌
壬
巾
/
江
水
口
秀
夫
(
九
歳
)

大
字
三
添
市
干
立
棒
尾
崎

利
夫
�
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わたしの作品



1う込 Jコ つ ら� 昭和61年� 3月� 1日 )0(1

き

と
こ
ろ

該
当
児

tv 

と

き

と
ニ
ろ

該
当
児

B
C
G
の
嘉
に
つ
い
て

第189号

と

ツ
ベ
ル
ク
リ
'ン
反
応
と
�
 

~
。l帳料接

※ 事ヰ

だ母 金
さ子
い 手 

と

き

※ 健康相談日程�  事ヰ

。健

夜間絞急当番表�  

極

三
月
三
日
�
 (月
)

午
後

一
時
三
十
分

1
三

勝
浦
町
土
地
改
良
区

か
ら
の
お
知
ら
せ

昭
和
六
十
年
度
畑
総
農
道
賦
謀
金

(
負
担
金
)
の
納
付
に
つ
い
て

畑
総
由
民
道
関
係
者
の
か
た
で
、

ま
だ
負
担
金
を
納
付
し
て
い
な
い

か
た
は
、
納
期
が
三
月
五
日
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。
納
付
期
限
を
過

ぎ
る
と
督
促
手
数
料
と
年
十
四

・

六
%
の
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す

か
ら
、
期
日
ま
で
に
必
ず
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
滞
納
者
を
出

し
た
地
区
関
係
者
会
員
に
連
主
只

任
と
し
て
滞
納
過
怠
金
を
徴
収
し

ま
す
。
�
 

健
康
相
談

※
延
滞
期
聞
か
長
い
場
合
は
、
法

(土
地
改
良
法
)
の
定
め
に
よ
り
、

強
制
執
行
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
�
 

O

3月定例l山配ごと相談

印
鑑
を
ご
持
参

22日 赤岩医院�  

24日 勝浦 病院�  

26日 山 西 医 院�  

28日 勝 浦 病 院

@日 湯 浅 医 院

平日 午後6時~翌朝午前9時 小犬� 100円 お気軽にお問い合わせください/
休日 午後ア時~翌朝午前9時

土す

乳
児
健
康
診
査

住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー

昭
和
五
十
九
年

一
月

一

日
1
十
二
月
三
十

一
日

ま
で
に
生
れ
た
子
と
四

歳
未
満
で
ま
だ
受
け
て

三
月
十
九
日
�
 (水
)

午
後

一
時
三
十
分

1
三

と
ニ
ろ

該
当
児

。
三
月
五
日
�
 (水
)
午
後

一
時
三

十
分

1
三
時

い
な
い
子

巡
回
健
康
相
談

成
人
病
は
、
い
っ
た
ん
か
か
る

と
治
り
に
く
い
た
め
、
若
い
時
か
ら

健
康
に
関
心
を
持
ち
、
予
防
に
つ

と
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

多
数
の
方
が
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

住
民
福
祉
セ
ン

一飼い犬|ま必すつないてく たさい一

4 

〔電話番号〕� 

勝浦病院�  

2-2555 

山西医院�  

2-302ア� 

湯浅医院

2-2003 

赤岩医院�  

2-2006 

山 西 医 院�  

4日

3月②日

勝浦病院

6日 湯 浅 医 院

8日 勝 浦 病 院�  

10日 赤岩 医 院

12日 勝浦病院�  

14日 山西 産 院

⑮日 勝浦 病 院�  

18日 湯浅 医 院

20日 勝浦病院�  

、、，

i

C
G

上
寸

桜
極
を
し
ま
す
。

日
�
 六
十

一
年

一
月
三

子 勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
年
十

一
月

一

タ
ー
で
判
定
と
陰
性
者
に
は
�
 
B
 

内

容

�

 
血
圧
測
定

O。
尿
検
査
�
 

不用犬買い上げ日 日時 3月7日(針

3月5日bJ<l 
午前 10時 一午後 3時

3月 19日bJ<l点� 場所

人権・行政・厚生・福祉

住民福祉センタ� -2階� 

成犬� 300円
(平日でも受付しておりますので)

料

金

無
料

十

一
日
ま
で
に
生
れ
た

※
母
子
手
帳
、

印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
三
種
受
予
防
接
種

無
料

金

月日 場 所� H寺 情l 

12tjc) 坂本集会所 午前10時30分-11時30分

勝浦会 館 午前10時 -11時30分� 
13休)

‘、メ- 川� ι ヱエ1且Iw戸� 4A 比 午後I時30分-3時、〉

午後 l時30分-3時27休) 星!谷集会所

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
�
 

一
歳
児
健
康
診
査

と

き� 

三
月
十
四
日
�
 (金
)

午
後

一
時
三
十
分

1
二

時
三
十
分

と
こ
ろ

住
足
福
祉
セ
ン
タ
ー

該
当
児

二
歳
�
 
j
四
歳
未
満
の
子

接
種
方
法

第

一
期
・
:
一
か
月
ご

と
に
三
回

第
二
期・� 
:
第

一
期
終

了
後
十
二
か
月
か
ら

十
八
か
月
後
に
一
回

三
月
二
十
六
日
�
 (水
)

午
後

一
時
三
十
分

1
三

時勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
年

一
月

一
日
�
 

1
五
月
三
十
一

日
ま
で

に
生
れ
た
子
�
 

※

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

康
手
帳
を

持
参

さ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康ツベルクリン反応とBCGの実施について




